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はじめにはじめにはじめにはじめに 

近年、地球温暖化は国際的に特出して重要な問題となっています。一方で、増えつづけている民生部門の

エネルギー消費抑制が大きな課題となっています。近年の記録的な猛暑による室内での熱中症増加や、

東日本大震災に起因する全国的な電力不足を背景に、建築物においても省エネルギーと快適性が両立で

きる環境対策への注目が高まっています。こうした中、平成25年には国の省エネルギー基準が改正され、

建物全体としてのエネルギー消費量を判断基準とした従前よりも厳しい基準が設けられ、建築物での環境

配慮がより一層求められることとなっています。 

このような背景のもと、我が国では、2001年４月に国土交通省住宅局の支援のもと産官学共同プロジェクト

を立ち上げ、建築物の総合的環境評価研究委員会として「建築環境総合性能評価システム（CASBEE＝

Comprehensive Assessment System for Built Environment Efficiency）」の開発を行っています。建物

の耐震性や信頼性、快適性を評価できるCASBEEは国の重要施策としても位置づけられており、2016年3

月現在、全国24の地方自治体においてCASBEEを用いた届出制度が導入されるに至っています。 

CASBEEは2002年に最初のツールを開発して以降、継続的な改訂を行っており、2008年には、温暖化の

原因となるCO2削減に向けた取組みを促すことを意図して、運用エネルギー削減や、建設資材製造に伴う

CO2（embodied CO2）の削減に資する各種取組みを、LCCO2（ライフサイクル二酸化炭素排出量）評価と

して「温暖化防止対策」として明示的に組み込んだ「CASBEE-新築（2008年版）」を発行いたしました。また、

2010年には更なる低炭素対応の普及と強化を目的に、「CASBEE-新築（2010年版）」として改訂を行い、

より高い省エネルギー、エコマテリアル、長寿命化などの取組みを誘導するとともに、ZEB（ゼロエネルギービ

ル）、ZEH（ゼロエネルギーハウス）、LCCM住宅（ライフサイクルカーボンマイナス住宅）などの高い低炭素

性能をもつ建物の評価にも活用できるよう改訂を行いました。 

平成25年の国による全面的な省エネルギー基準の改正に合わせ、2014年にはCASBEEの評価基準を改

定するとともに、従来の「CASBEE-新築」と「CASBEE-新築（簡易版）」を統合し、新たに「CASBEE-建築

（新築）」と名称変更いたしました。平成27年には「建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律（建

築物省エネ法）」が公布され、今回の改訂では、この建築物省エネ法に基づいて実施される建築物のエネ

ルギー消費性能の表示制度や、平成29年度に予定されているエネルギー消費性能基準への適合義務化

などの動向を踏まえた採点基準の見直しを行いました。今後も、建築物の計画・設計・施工の現場で 

「CASBEE-建築（新築）」が広く活用され、我が国におけるサステナブル建築の推進に大きく貢献することを

期待します。 

 
 

一般社団法人 日本サステナブル建築協会（JSBC） 

建築物の総合的環境評価研究委員会 

                                   委員長   村上 周三 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


	213
	1/280
	2/280
	3/280
	4/280


